
９月定例会号

市議会だより
おおまち 167号

平成29年11月１日

特集　平成28年度決算認定！
討論　国際芸術祭の評価に意見

白熱の騎馬戦（西小学校運動会）

紙面をリニューアルしました！
●表紙の写真を募集します！
●みなさんの声をお寄せください！

詳しくは17ページをご覧ください
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地方交付税
２億９000万円余減
　地方交付税は合併算定替えの激変・緩和期間に入
り前年度より2億9千万円余の減に。今後増加する要
因も少ないため、ますます選択と集中が必要となる。

北アルプス国際芸術祭実行委員会負担金
１億1000万円認定 （内6000万円は27年度より繰り越し）

　北アルプス国際芸術祭
２０１７　～信濃大町食
とアートの廻廊～が、６
月４日から７月30日ま
での57日間開催。
　来場者数は延べ25万
６千人余（受付設置会場・
実行委員会発表）にのぼ
る。

有害鳥獣対策事業
1542万円余認定
　28年度、電気柵の補助は20件、3071mが
整備された。電気柵、モンキードッグ、個体調
整などの対策を講じているが、効果は不充分。
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平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年 平成38年

地方交付税将来見込み地方交付税将来見込み万円万円

第５次総合計画の長期財政推計より農作物を有害鳥獣から守る

　平成28年度は大町市第４次総合計画（10年間）の最終年度でした。地方経 済の衰退、人口減少や少子高齢化の進行などが地方自治体共通の大きな課題
としてクローズアップされた年となりました。第５次総合計画策定にあたり、 基本理念である「未来を育む　ひとが輝く信濃大町」を市民のみなさまと共有
し、その実現に取り組むよう市議会から提言を行いました。ここでは議会が 注目・指摘した事業を中心に紹介します。

平成28年度　　一般会計歳出　 決算額175億円

第４次総合計画の 総括！地方発展の糸口は



3 おおまちしぎかい

次
ペ
ー
ジ
は
、
議
員
が
質
し
た
28
年
度
決
算

特 集

保育所・幼稚園・認定こども園
事業　４億381万円余認定
　未満児の積極的受け入れで「女性の活躍」を支援。

新屋内運動場
１億4700万円余認定
　大町市のスポーツ振興の新たな拠点
づくり進む。

大町病院新改革プラン
初年度決算認定
　医業収益２億３千万円増加するも、費用も
増加し赤字決算。改善目標年平成32年に向
け英知を結集。

ライチョウ飼育事業
956万円余認定
　努力が実り、ニホンライチョウのオス１羽・
メス３羽誕生。

市立大町山岳博物館提供

人工芝で冬季利用も快適に

　平成28年度は大町市第４次総合計画（10年間）の最終年度でした。地方経 済の衰退、人口減少や少子高齢化の進行などが地方自治体共通の大きな課題
としてクローズアップされた年となりました。第５次総合計画策定にあたり、 基本理念である「未来を育む　ひとが輝く信濃大町」を市民のみなさまと共有
し、その実現に取り組むよう市議会から提言を行いました。ここでは議会が 注目・指摘した事業を中心に紹介します。

平成28年度　　一般会計歳出　 決算額175億円

第４次総合計画の 総括！地方発展の糸口は
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
率
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
世
帯

が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
加
入
世
帯

の
目
標
は
あ
る
の
か
。
ま
た
減
少
の

歯
止
め
に
な
る
も
の
は
あ
る
の
か
。

10
年
後
に
３
９
０
０
世
帯
を

目
標
に
し
て
い
る
。
加
入
促
進
は
現

在
検
討
中
。
保
育
園
・
学
校
行
事
等

の
番
組
を
制
作
し
て
お
り
、
子
ど
も

の
い
る
世
帯
等
を
中
心
に
進
め
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

芸
術
祭
成
果
報
告
は

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
の

東
山
観
光
対
策
は

鷹
狩
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
整
備
の
内
容
は
。

樹
木
の
説
明
看
板
を
と
の
要

望
か
ら
、
名
称
・
紹
介
等
の
看
板
を

設
置
し
た
。

鷹
狩
山
の
山
頂
付
近
の
コ
ー

ス
が
荒
れ
て
い
る
が
、
整
備
予
定
は
。

伐
採
作
業
道
の
整
備
と
の
調

整
も
あ
る
が
、
今
後
、
全
体
的
な
登

山
道
部
分
に
つ
い
て
手
を
入
れ
て
い

く
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

後
の
見
通
し
は
。

接
続
率
は
、
70
％
程
度
。
接

続
相
談
員
を
雇
用
し
、
未
接
続
世
帯

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
戸
別
訪
問

な
ど
を
行
い
、
接
続
さ
れ
な
い
要
因

を
調
査
し
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

は
ど
の
よ
う
な
方
が
利
用
し
て
い
る

の
か
。

母
親
が
仕
事
の
た
め
に
支
援

を
必
要
と
さ
れ
る
方
、
土
曜
日
な
ど

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
始
時
間
ま
で
の
利

９月定例会は「決算議会」とも呼ばれ、
前年度の各会計決算審査が中心になり
ます。特にこの「決算」については、「決
算審査特別委員会」を設置し、７月か
ら各事業の細部にわたって審査を行っ
てきました。
ここでは決算審査特別委員会と常任委
員会での質疑のやりとりを要約し、審
議の内容をお知らせします。

議員が
質
た だ

した

Pick
up

平成28年度
決算
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次
ペ
ー
ジ
は
、Pick up

の
続
き
と
、
討
論
内
容

解説

報
告
書
は
い
つ
ご
ろ
出
さ
れ
る
の
か
。

11
月
中
旬
を
目
途
と
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

企
業
誘
致
対
策
は

企
業
誘
致
意
向
調
査
業
務
委

託
の
成
果
は
。

大
北
地
域
、
安
曇
野
市
に
本

社
、
工
場
を
置
く
企
業
の
取
引
先

３
０
０
社
を
抽
出
し
、
当
地
に
拠
点

を
構
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
、
電
話

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

有
害
鳥
獣
駆
除
の
成
果
は

有
害
鳥
獣
駆
除
の
現
状
と
成

果
は
。

電
気
柵
に
よ
り
か
な
り
の
作

物
被
害
が
軽
減
さ
れ
た
が
、
柵
を
設

け
て
い
な
い
地
区
や
河
川
・
道
路
か

ら
の
侵
入
は
防
げ
な
い
。
個
体
数
調

整
で
対
応
し
た
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
は

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
備
え
た
中
心

市
街
地
の
洪
水
対
策
を
行
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
数
年
は
都
市
下
水
路
設
計

時
よ
り
も
１
時
間
最
大
雨
量
が
増
え

て
お
り
、
設
計
を
見
直
す
必
要
は
な

い
か
。

現
在
、
雨う

水す
い

渠き
ょ

の
バ
イ
パ
ス

対
策
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

ゲ
リ
ラ
豪
雨
時
の
町
川
の
洪
水
に
備

え
た
工
事
。
今
後
、
市
街
地
の
河
川

整
備
計
画
も
あ
る
こ
と
か
ら
旭
町
水

門
改
修
等
も
視
野
に
入
れ
、
し
っ
か

り
と
対
策
を
練
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

下
水
道
普
及
率
は

下
水
道
普
及
率
の
現
状
と
今

用
、
ま
た
児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育
園
へ

の
子
ど
も
の
送
迎
な
ど
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
町
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン

新
改
革
プ
ラ
ン
❶
ど
お
り
に

事
業
は
進
ん
で
い
る
か
。

28
年
度
の
全
体
の
純
損
失
額

は
、
当
初
予
算
よ
り
も
１
千
万
円
程

増
え
て
し
ま
っ
た
。
収
益
は
昨
年
よ

り
も
２
億
３
千
万
円
ほ
ど
増
え
て
い

る
が
、
内
部
留
保
し
て
い
る
資
金
が

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
一
般
会
計
よ

り
２
億
２
千
万
円
繰
り
入
れ
て「
資

本
収
支
」に
回
し
て
い
る
。
結
果
的

に
純
損
失
が
４
億
９
千
万
円
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
は
新
改
革
プ
ラ

ン
の
中
で
も
想
定
し
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
を

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化

は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。
ま
た

今
後
の
予
定
は
。

数
年
前
か
ら
各
学
校
の
ト
イ

レ
の
実
態
調
査
を
し
、
ほ
と
ん
ど
が

和
式
で
あ
る
と
分
か
っ
た
。
東
小
は

ほ
と
ん
ど
洋
式
化
し
た
。
他
の
学
校

は
国
の
補
助
金
を
う
ま
く
活
用
し
な

が
ら
洋
式
化
を
進
め
た
い
が
、
国
の

財
政
事
情
に
よ
り
、
改
修
の
た
め
の

補
助
金
が
な
か
な
か
認
め
ら
れ
な
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を

入
館
者
増
の
起
爆
剤
に

ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
い
つ

公
開
さ
れ
る
か
。

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
は
環
境

省
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業
で

あ
り
、
公
開
に
つ
い
て
は
山
岳
博
物

館
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。
環
境

省
で
は
、
先
ず
繁
殖
技
術
の
確
立
を

目
指
し
て
お
り
、
確
立
後
に
公
開
に

な
る
と
考
え
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

用語解説❶
大町総合病院新改革プラン
平成19年に総務省から示された公立病院改革ガイドラインに基づき、
各自治体病院が、経営改革を目的に策定を義務付けられている。

？
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美
麻
・
八
坂
地
区
の

Ｆ
Ｍ
音
声
告
知
シ
ス
テ
ム
の

更
新
に
つ
い
て

Ｆ
Ｍ
告
知
シ
ス
テ
ム
の
更
新

に
係
る
契
約
が
随
意
契
約
の
理
由
は
。

事
業
者
は
、
現
有
す
る
シ
ス

テ
ム
及
び
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
内
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
設
備
を

構
築
し
た
業
者
。
情
報
セ
ン
タ
ー
内

で
一
元
管
理
し
、
現
有
機
器
と
と
も

に
保
守
が
可
能
と
な
る
。
障
害
等
が

発
生
し
た
場
合
も
迅
速
な
対
応
が
可

能
で
、
責
任
分
界
点
の
問
題
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
対
応
の
遅
延
を
防
止
で
き

る
こ
と
か
ら
随
意
契
約
と
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

変
わ
る
農
業
委
員
会
制
度

新
た
な
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
役
割
は
。

農
業
委
員
は
、
総
会
等
で
議

決
権
を
も
つ
。
ま
た
農
地
利
用
の
最

適
化
を
図
る
た
め
に
現
地
活
動
を
行

う
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、

現
場
活
動
を
主
に
行
う
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
意
見
を
求
め
ら
れ
る
だ
け
で
議
決

権
は
も
た
な
い
。
農
業
委
員
会
の
弱

体
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

議
決
権
は
農
業
委
員
の
み
と

な
る
が
、
現
場
で
の
活
動
は
農
業
委

員
会
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
共
同
し
て
取
り
組
む
の
で
、
問
題

は
な
い
と
考
え
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
口
の
滞
納
物
件
処
分
へ

県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
に

移
管
し
た
大
型
滞
納
処
分
案
件
に
係

る
配
当
及
び
経
費
は
。

公
売
に
よ
る
換
価
は
約
４
７

０
０
万
円
で
、
そ
の
95
％
以
上
が
市

の
歳
入
と
な
る
。
残
り
の
５
％
は
滞

納
処
分
経
費
で
、
金
額
に
す
る
と
約

１
７
７
万
円
で
あ
る
。

フ
レ
ス
ポ
大
町
の
進
出
に
よ

る
固
定
資
産
税
の
影
響
額
は
。

平
成
28
年
度
は
土
地
で
約
８

０
０
万
円
、
29
年
度
は
家
屋
分
で
約

７
０
０
万
円
で
あ
る
。

「
黒
部
の
太
陽
」撮
影
セ
ッ
ト
の

レ
プ
リ
カ
、
黒
部
ダ
ム
へ

市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

へ
の
負
担
金
４
０
０
万
円
は
、
映
画

「
黒
部
の
太
陽
」の
撮
影
セ
ッ
ト
レ
プ

リ
カ
を
小
樽
市
の
裕
次
郎
記
念
館
か

ら
黒
部
ダ
ム
へ
移
設
す
る
費
用
で
あ

る
。
企
業
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
中
で
、

移
設
費
用
８
０
０
万
円
の
う
ち
半
額

に
あ
た
る
４
０
０
万
円
を
負
担
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

の
費
用
負
担
は
、
市
が
費
用
の
半
額

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

映
画
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
当
地
へ
の

設
置
は
、
小
樽
で
の
展
示
と
は
違
う

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。
観
光
客
に
ま

た
来
て
も
ら
う
た
め
の
素
材
と
し
て

最
大
限
活
用
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

国
保
広
域
化
に
よ
る

保
険
料
へ
の
影
響
は

広
域
化
に
よ
り
大
町
市
か
ら

県
へ
の
納
付
金
が
増
え
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
が
。

広
域
化
に
よ
り
納
付
金
が
大

き
く
変
動
す
る
市
町
村
に
つ
い
て
は
、

県
で
激
変
緩
和
措
置
を
考
え
る
と
し

て
い
る
。
大
町
市
も
こ
れ
に
該
当
す

る
と
聞
い
て
い
る
。
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

反対

反対

反対

賛成

賛成

賛成

反対

反対

解説

　
国
の
法
改
定
で
農
業
委
員
の
選
出

方
法
が
、
公
選
制
か
ら
議
会
の
同
意

を
要
す
る
市
長
の
任
命
制
に
変
わ

る
。
多
様
な
農
業
者
の
意
見
が
反
映

さ
れ
に
く
く
な
り
、
弱
体
化
に
つ
な

が
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
林

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
農
業
委
員
の
公
選
制
の
廃
止
は
農

業
者
の
公
正
な
選
出
を
妨
げ
る
。
ま

た
、
農
業
者
の
意
見
を
公
表
す
る
建

議
制
度
❷
の
廃
止
は
組
織
の
自
立
性

を
否
定
す
る
も
の
で
賛
同
で
き
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
林

　
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
型
の
催
し
に

税
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
子
育
て

や
教
育
、
福
祉
に
力
を
入
れ
、
住
み

よ
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

で
地
域
の
衰
退
を
止
め
る
べ
き
だ
。

松
島

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
国
際
芸
術
祭
事
業
で
は
、
29
年
度

決
算
や
事
業
報
告
も
出
な
い
う
ち

に
、
３
年
後
の
開
催
判
断
を
す
べ
き

で
は
な
い
。
市
民
へ
の
情
報
開
示
を

徹
底
し
た
の
ち
「
住
民
投
票
条
例
」

で
民
意
を
問
う
べ
き
だ
。　
　
大
和

　
大
原
第
２
配
水
池
計
装
設
備
工
事

で
は
設
計
業
務
委
託
事
業
１
千
万
円

が
、
議
会
の
議
決
を
経
た
の
に
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。
議
会
の
予
算
統
制

を
潜
脱
す
る
行
為
で
、
認
め
ら
れ
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和

　
農
業
委
員
会
の
主
た
る
使
命
は
農

業
者
の
経
営
発
展
の
た
め
の
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
。
推
進
委
員
の
設
置

は
農
地
利
用
の
最
適
化
、
担
い
手
の

育
成
・
発
展
の
推
進
に
向
け
た
重
要

な
体
制
と
な
る
。　
　
　
　
　
小
林

　
決
算
数
値
以
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
で
真
摯
な
対
応
や
事
業
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
決
算
内
容
を
総

合
的
に
勘
案
し
、
賛
成
す
る
。　
岡

　
大
町
市
の
水
道
事
業
は
、
水
源
の

保
全
や
施
設
の
計
画
的
な
改
築
・
更

新
、
災
害
対
応
の
充
実
、
水
道
経
営

の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
決

算
報
告
に
賛
成
す
る
。　
　
　
佐
藤

★point★ ………………………………………………
　討論は、「反対」か「賛成」かの議員個人の意見を表明し、意見の
異なる議員を自分の意見に賛同を求めるために行われます。
　なぜ可決なのか、なぜ否決なのか・・。議会の選択（議決）理
由の一つとしてご覧ください。（要約してお伝えしています）

多
様
な
農
業
者
の
意
見
反
映
は
国
際
芸
術
祭
事
業
の
評
価
は

未
実
施
だ
っ
た
設
計
業
務
委
託
事
業

　
国
の
法
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
は
、

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

で
構
成
さ
れ
る
等
の
条
例
案
に
対
し
て
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
で
は
、

芸
術
祭
事
業
に
反
対
す
る
討
論
、
総
合
的

見
地
か
ら
決
算
に
賛
成
す
る
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

　
大
原
第
２
配
水
池
計
装
設
備
工
事
事
業

で
、
議
会
議
決
を
経
た
設
計
業
務
委
託
事

業
１
千
万
円
の
未
実
施
に
反
対
、
水
道
事

業
に
賛
成
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

討論
沸騰!!

用語解説❷
建議制度
農業者や農業団体が抱える
諸問題の解消を図るため、
年１回、農業委員会が市長
に対して意見を述べること
ができる制度。

？
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

解説

地
方
交
付
税
は
年
々
減
少
し
、
加
え
て
人

口
減
少
に
よ
り
市
税
の
大
幅
な
増
額
は
望

め
な
い
。
今
後
の
財
政
運
営
の
見
通
し
は
。

地
方
交
付
税
の
減
少
を
見
据
え
、
事
務
の

効
率
化
や
予
算
削
減
に
努
め
て
き
た
。
今

後
は
さ
ら
に
中
長
期
的
な
視
点
で
財
源
の
確
保
、

必
要
な
見
直
し
を
行
う
。
国
や
県
か
ら
の
情
報
収

集
に
努
め
、
必
要
な
要
望
を
し
て
い
く
。

28
年
度
の
大
町
病
院
決
算
は
約
５
億
円
の

赤
字
。
５
年
連
続
。
未
処
理
欠
損
金
❸
は

約
16
億
円
。
主
な
要
因
と
具
体
的
な
改
善
策
は
。

主
な
要
因
は
人
件
費
の
増
加
に
あ
る
。
入

院
患
者
数
が
伸
び
な
い
た
め
収
益
に
つ
な

地
域
経
済
に
与
え
た
効
果
と
影
響
は
ど
う

か
。「
駐
車
場
か
ら
展
示
場
所
へ
の
距
離

や
段
差
が
多
く
身
体
的
弱
者
へ
の
配
慮
が
な
い
」

「
展
示
場
所
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」な
ど
の
声
を
聞

い
た
が
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
観
覧
者
数
は

43
万
人
と
し
て
い
る
が
、
一
人
で
何
ヶ
所
も
訪
れ

る
人
が
多
い
、
実
際
の
来
訪
者
は
ど
の
く
ら
い
の

人
数
か
把
握
し
て
い
る
か
。

実
行
委
員
会
が
来
場
者
数
の
考
え
方
、
収

支
の
精
算
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
地

域
経
済
に
与
え
た
効
果
と
影
響
は
、
委
託
し
た
第

三
者
機
関
で
調
査
分
析
を
し
て
い
る
。
今
後
、
実

行
委
員
会
で
評
価
・
検
証
を
行
い
結
果
を
発
表
す

28
年
度
事
業
で
作
家
に
支
払
わ
れ
た
制
作

費
は
３
４
６
０
万
円
で
あ
り
、
フ
ラ
ム
氏

の
会
社
に
支
払
わ
れ
た
１
億
５
千
万
円
の
う
ち
、

23
％
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
２
月
の
芸
術
祭
企
画

概
要
で
作
品
制
作
費
は
最
低
で
１
億
５
０
０
０
万

円
と
説
明
し
て
、
議
会
の
承
認
を
得
て
い
る
。
29

年
度
の
製
作
費
を
す
み
や
か
に
公
表
、
全
容
を
明

ら
か
に
し
て
、
市
民
の
検
証
を
受
け
る
べ
き
だ
。

契
約
終
了
ま
で
公
表
し
な
い
の
で
は
な
い

が
、
予
算
等
で
も
判
断
い
た
だ
け
る
。

フ
ラ
ム
氏
の
会
社
と
作
家
の
契
約
書
は
、

肝
心
な
と
こ
ろ
が
黒
塗
り
で
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
は
検
証
で
き
な

決
算
か
ら
み
た

大
町
市
の
こ
れ
か
ら

国
際
芸
術
祭
の

評
価
と
課
題
は

芸
術
祭
は
す
べ
て

の
情
報
開
示
を

政
友
ク
ラ
ブ　

岡お
か　

秀ひ
で

子こ

が
問
う

日
本
共
産
党　

松ま
つ

島し
ま　

吉き
ち

子こ

が
問
う

虹
と
緑
の
会　

大お
お

和わ　
幸よ
し

久ひ
さ

が
問
う

大
町
病
院
事
業
に
お
け
る
持

続
可
能
な
経
営
及
び
将
来
像

芸
術
祭
、
市
民
は
納
得
し
た
の

か
。
冷
静
で
正
確
な
検
証
を
！

次
回
開
催
は
住
民
投
票
条
例
を

実
施
し
て
市
民
の
声
の
反
映
を

用語解説❸
未処理欠損金
営業活動によって生じた欠損金で、利益剰余金等により
充当処理がなされていないもの。

？
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解説

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

が
ら
ず
、
結
果
、
人
件
費
増
に
追
い
つ
い
て
い
な

い
の
が
現
状
。
ま
た
、
耐
震
改
修
な
ど
に
よ
る
借

入
金
返
済
の
増
加
も
経
営
圧
迫
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
地
域
医
療
と
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、

医
師
確
保
と
徹
底
し
た
経
営
改
善
に
全
力
を
尽
く

す
。

大
町
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
❶
は
４
年
後
の

黒
字
化
を
達
成
す
る
た
め
本
年
４
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
。
経
営
改
善
の
具
体
的
な
方
策
は
。

経
営
改
善
に
最
も
重
要
な
の
は
、
指
導
医

や
専
門
医
が
着
任
し
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
。
収
益
増
加
に
向
け
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
の
有
効
活
用
、
救
急
患
者
の
円
滑
な
受
け

入
れ
な
ど
に
取
り
組
む
。
コ
ス
ト
削
減
は
、
業
務

の
効
率
化
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
、
外

来
業
務
の
直
営
化
な
ど
に
取
り
組
む
。
経
営
改
善

に
向
け
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

る
。

作
品
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
選
定
の
課
題
だ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。
芸
術
祭
の
期
間
中
に
訪
れ

た
実
人
数
に
つ
い
て
は
、
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

は
困
難
な
た
め
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
チ
ケ
ッ
ト
な
ど

の
販
売
数
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
数
な
ど
参

考
に
、
公
式
の
数
値
を
実
行
委
員
会
で
協
議
し
て

確
定
し
た
い
。

市
長
は
３
年
後
の
開
催
を
前
向
き
に
検
討

す
る
と
し
て
い
る
が
、
市
民
の
意
識
調
査

や
来
訪
者
の
感
想
や
意
見
を
ま
と
め
、
市
民
に
公

表
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

実
行
委
員
会
で
、
意
見
等
を
集
約
し
た
総

括
的
な
報
告
書
の
作
成
を
予
定
し
て
お
り
、

ま
と
ま
り
次
第
公
表
す
る
。

  
そ
の
ほ
か
の
質
問　

防
災
対
策
、
虹
の
家
の
運
営
、
市
民
の
健
康

い
。
３
条
の
契
約
金
額
に
含
ま
れ
る
費
用
で
は
、

①
作
品
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ィ
ー
②
制
作
の
た
め

の
材
料
費
③
契
約
以
降
の
現
地
視
察
、
調
査
時
の

移
動
滞
在
費
④
上
記
に
要
す
る
一
切
の
費
用
と
あ

り
、
フ
ラ
ム
氏
の
会
社
の
経
費
と
重
な
ら
な
い
か
。

牛
越
実
行
委
員
長
に
は
報
告
書
が
届
い
て

い
る
が
、
個
々
の
内
容
は
公
表
で
き
な
い
。

市
長
は
３
年
後
の
第
２
回
芸
術
祭
に
つ
い

て
、
実
施
す
る
か
否
か
年
内
に
決
め
る
と

い
う
が
問
題
だ
。
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
29
年

度
事
業
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
契
約
書
、
29
年
度

事
業
決
算
書
、
芸
術
祭
事
業
報
告
書
な
ど
、
全
て

の
資
料
を
市
民
に
公
表
し
説
明
し
た
う
え
で
、
住

民
投
票
条
例
に
よ
っ
て
民
意
を
図
る
べ
き
だ
。

住
民
を
代
表
す
る
議
会
の
判
断
に
ゆ
だ
ね

た
い
。

長野県では本年３月地域医療構想を策定し、
大北地域の医療提供体制の課題等検討中

多くの住民のみなさんで作られたアート
作品。今後の維持・管理は？

黒ぬりだらけのフラム氏と作家の契約書。
市民に情報を公開し、検証を可能に

用語解説❶（５ページ参照）
大町総合病院新改革プラン

？



10おおまちしぎかい

一
般
質
問

質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
行
政
側
の
答
弁
を

含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

議
会
は
、
来
年
３
月
か
ら
自
治
会
提
出
の

道
路
・
水
路
の
陳
情
は
審
査
を
行
わ
な
い

こ
と
と
す
る
が
、
行
政
側
は
、
自
治
会
の
負
担
軽

減
も
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

陳
情
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
陳
情
書
に
係

る
一
連
の
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
、

小
規
模
な
事
項
は
口
頭
で
、
現
地
調
査
の
立
会
い

は
新
規
箇
所
等
に
絞
り
時
間
短
縮
を
図
る
な
ど
、

各
自
治
会
の
状
況
に
応
じ
て
弾
力
的
に
対
応
す
る
。

事
務
事
業
評
価
の
改
善
に
つ
い
て

市
は
、
行
政
評
価（
事
務
事
業
評
価
）を
何

の
た
め
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

国
際
芸
術
祭
の
目
的
は
何
か
。

目
的
は
、
人
々
の
大
き
な
流
動
を
呼
び
起

こ
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

に
あ
る
。
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
地
域
経
済
の
活

力
を
再
生
し
、
地
域
社
会
を
守
る
た
め
の
手
段
の

一
つ
で
あ
る
。

芸
術
祭
の
総
事
業
費
2
億
円
以
内
と
し
た

公
約
は
守
れ
る
の
か
。

パ
ス
ポ
ー
ト
や
個
別
鑑
賞
券
の
売
り
上
げ

が
堅
調
と
、
企
業
等
か
ら
の
多
く
の
協
賛

に
よ
り
、
予
算
の
枠
内
で
収
ま
る
見
通
し
で
あ
る
。

正
確
な
数
値
の
評
価
と
検
証
は
こ
れ
か
ら
お
こ
な

立
川
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
農
家
の

所
得
増
に
向
け
た
農
産
物
販
売
の
取
り
組

み
内
容
と
実
績
は
。

信
濃
大
町
ア
ル
プ
ス
プ
ラ
ザ
は
、
約
50

品
目
の
大
町
市
産
の
商
品
販
売
と
と
も

に
、
立
川
市
を
中
心
に
首
都
圏
に
向
け
、
当
市
の

観
光
情
報
等
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
い
る
。
大

町
市
産
の
農
産
物
の
販
路
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
内
生
産
者
の
所
得
と
市
の
知
名
度
の
向
上

に
結
び
付
け
る
た
め
、
本
年
度
新
た
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
取
り
組
み
を
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く
の
か
。

弾
力
的
に
対
応

自
治
会
陳
情

国
際
芸
術
祭・成
否

の
判
断
は
い
か
に

市
の
農
業
政
策
は

国
の
動
向
を
注
視

市
民
ク
ラ
ブ　

中な
か

牧ま
き　

盛も
り

登と

が
問
う

虹
と
緑
の
会　

栗く
り
ば
や
し林　

学ま
な
ぶ

が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ　

小こ
ば
や
し林　

治は
る

男お

が
問
う

そ
も
そ
も
、
こ
う
い
う
陳
情

が
必
要
で
し
ょ
う
か
…

芸
術
祭
の
検
証
を
し
て
か
ら

判
断
を
し
て
は

農
業
全
般
の
振
興
を
図
る
た
め
、

両
委
員
が
重
要
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

総
合
計
画
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
選

択
し
た
事
務
事
業
の
検
証
作
業
を
行
い
、

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
解
決
す
べ
き
課
題
を
見

つ
け
、
具
体
的
な
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

行
っ
て
い
る
。

事
務
事
業
の
評
価
対
象
事
業
を
政
策
的
に

高
い
事
業
に
絞
り
、
四
半
期
ご
と
に
行
っ

て
は
ど
う
か
。

政
策
的
に
高
い
事
業
に
絞
り
込
み
、
四
半

期
ご
と
に
評
価
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

取
り
組
む
余
地
が
あ
る
。

平
成
28
年
度
の
事
務
事
業
評
価
を
、
平
成

30
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
活
か
す
こ
と

は
で
き
る
の
か
。

評
価
結
果
と
予
算
編
成
が
連
動
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。

う
。

3
年
後
の
芸
術
祭
開
催
の
判
断
を
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
、
い
つ
、
お
こ
な
う
の
か
。

第
三
機
関
の
評
価
と
実
行
委
員
会
の
部
会

と
で
、
年
内
を
目
途
に
結
果
を
だ
す
。

市
と
し
て
の
防
災
対
策
の
取
り
組
み

市
民
の
防
災
対
策
へ
の
意
識
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
の
重
点
は
な
に
か
。

災
害
時
の
備
蓄
物
資
は
、
非
常
食
、
燃
料
、

簡
易
ト
イ
レ
、
生
活
用
品
や
救
助
道
具
等

を
整
備
し
、
自
主
防
災
会
が
行
う
備
蓄
物
資
の
購

入
補
助
も
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
主
防
災
会
と
協

力
し
、
防
災
・
減
災
訓
練
や
講
習
会
等
を
実
施
し
、

自
分
の
生
命
・
財
産
は
自
ら
守
る
こ
と
を
基
本
に

災
害
に
強
い
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

現
状
で
は
輸
送
手
数
料
を
市
が
負
担
す
る

こ
と
で
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
安
価
で

販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
提
供
す
る
農
産
物
に

つ
い
て
は
、
よ
り
品
質
に
優
れ
、
単
価
の
よ
り
高

い
物
を
厳
選
す
る
他
、
都
市
部
で
注
目
さ
れ
て
い

る
作
物
な
ど
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
自
立

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
。

農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
つ
い
て

改
正
後
の
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
役
割
は
何
か

農
業
委
員
は
、
従
前
に
加
え
て
現
場
活
動

を
行
う
。
推
進
委
員
は
、
担
当
地
域
で
の

現
場
活
動
が
主
な
業
務
で
、
市
の
農
地
は
、
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
が
遊
休
農
地
増
加
の
遠
因
で
、

人
と
農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
役
割
が
あ
る
。

市道のひび割れスマホでも送れるように

市役所に整備されている防災倉庫。
災害時の必要物資はここから運ばれる

農業委員と農地利用最適化推進委員が
密接に連携し農地利用の最適化に取り組む



12おおまちしぎかい

一
般
質
問

質
問
し
よ
う
と
す
る
議
員
は
、「
何
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
問
題
意
識
で
」質
問
す
る
の
か
を
予
め

通
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、行
政
側
か
ら
噛
み
あ
っ
た
答
弁（
公
式
の
見
解
）を
得
る
た
め
で
す
。解説

芸
術
祭
閉
幕
１
ヶ
月
で
は
あ
る
が
現
段
階

で
の
大
町
市
の
メ
リ
ッ
ト
と
反
省
点
は
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
来
訪
者
や
参
加
の
皆
様
に

大
町
市
に
好
意
的
な
評
価
を
い
た
だ
き
市

民
も
郷
土
に
誇
り
を
育
む
契
機
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

市
民
参
加
が
地
域
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
る
も
の

と
感
じ
た
。
市
を
芸
術
祭
を
通
し
て
発
信
で
き
た
。

反
省
点
は
、
運
営
上
の
受
け
入
れ
体
制
や
情
報
発

信
な
ど
に
多
く
の
問
題
点
が
あ
り
、
成
果
の
検
証
、

課
題
の
検
証
作
業
を
進
め
て
い
く
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
不
足
を
職
員
で
補
っ
た

が
、
職
員
の
体
験
は
結
果
と
し
て
芸
術
祭

の
大
き
な
成
果
だ
と
思
う
が
。

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
の
改
正
で「
年
齢
、

障
害
」に
関
わ
り
な
く
文
化
芸
術
の
鑑
賞

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
力
す
べ
き
と
し
て
い

る
。
国
際
芸
術
祭
の
２
回
目
開
催
が
行
わ
れ
る
折

は
、
同
様
の
配
慮
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

国
際
芸
術
祭
で
は
、
高
齢
者
・
障
が
い
を

お
持
ち
の
方
々
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
。

今
後
は
、設
置
場
所
、分
か
り
や
す
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
マ
ッ
プ
に
も
十
分
配
慮
し
た
い
。

文
化
芸
術
基
本
法
の
趣
旨
に
則
り
、
障
が

い
を
お
持
ち
の
方
も
自
由
に
芸
術
活
動
に

参
加
で
き
る「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
❹
」の
推
進

に
向
け
て
市
も
支
援
を
し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

事
業
開
発
に
規
制
が
な
く
、
無
制
限
な
開

発
に
な
り
、
事
業
者
と
周
辺
住
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な

ど
を
行
い
、
住
民
の
同
意
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
が
定
め
て
い
る
開
発
指
導
要
綱
で
は
、

地
域
住
民
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を
行
い
、

合
意
形
成
を
図
る
指
導
を
し
て
い
く
と
あ
る
。

県
の
林
地
開
発
規
制
は

八
坂
地
区
の
大
規
模
な
林
地
開
発
の
規
制

要
件
は
何
か
。

許
認
可
権
は
県
に
あ
る
が
、
規
制
基
準
は

災
害
の
防
止
、
水
害
の
防
止
、
景
観
へ
の

現
時
点
で
の
国
際

芸
術
祭
の
総
括
は

名
実
と
も
に
文
化

芸
術
の
ま
ち
へ

太
陽
光
発
電
の

開
発
規
制
は

神じ
ん

社じ
ゃ　

正ま
さ

幸ゆ
き

が
問
う

公
明
党　

太お
お
　た田　
昭し
ょ
う
じ司

が
問
う

日
本
共
産
党　

平ひ
ら
ば
や
し林　

英え
い

市い
ち

が
問
う

芸
術
祭
は
市
の
文
芸
復
興
だ
。

流
れ
を
市
民
活
動
に
広
め
よ
う
！

文
化
芸
術
の
ま
ち
大
町
こ
そ

文
化
芸
術
推
進
計
画
の
策
定
を

開
発
指
導
要
網
で
最
重
要
視

す
べ
き
は
住
民
の「
合
意
」だ

用語解説❹
アール・ブリュット
正規の美術教育を受けていない人による芸術を意味するフランス語。
英語ではアウトサイダー・アートという。流行や一般的な技巧にとら
われない「無垢な」芸術を指すことから「生（き）の芸術」とも呼ばれる。

？
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
委
員
会
の
う
ご
き

職
員
が
芸
術
祭
の
現
場
で
訪
れ
た
皆
様
と

交
流
し
、
応
対
し
た
こ
と
は
ま
ち
づ
く
り

に
携
わ
る
職
員
と
し
て
有
意
義
な
経
験
で
成
果
で

あ
り
今
後
の
市
役
所
業
務
の
対
応
に
活
か
し
た
い
。

市
内
在
住
の
作
家
に
よ
る
作
品
が
大
き
な

感
動
と
成
功
の
要
因
と
な
っ
た
。
芸
術
文

化
の
潮
流
を
市
民
活
動
に
広
め
る
構
想
が
あ
る
の

か
。

芸
術
文
化
は
地
道
な
活
動
で
あ
る
。
広
く

市
民
の
意
見
を
い
た
だ
く
中
で
、
芸
術
文

化
活
動
を
支
援
す
る
考
え
で
あ
る
。

不
登
校
の
対
応
に
悩
む
先
生
に
研
修
支
援
を

不
登
校
や
発
達
障
害
の
指
導
に
当
た
る
先

生
の
研
修
会
を
市
の
指
導
で
開
催
す
べ
き
。

教
育
委
員
会
が
主
体
で
指
導
体
制
の
充
実

を
図
り
、
不
登
校
の
改
善
に
努
め
た
い
。

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
は
正
規
の
美
術

教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
に
よ
る
、
何
物

に
も
と
ら
わ
れ
な
い
芸
術
を
い
う
。
福
祉
課
等
と

連
携
し
検
討
を
進
め
る
。

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
を

住
宅
・
福
祉
施
設
・
商
業
施
設
等
を
計
画

的
に
中
心
拠
点
へ
誘
導
す
る
た
め
の「
立

地
適
正
化
計
画
」が
全
国
の
自
治
体
で
策
定
が
進

ん
で
い
る
。
大
町
市
も
、
中
心
市
街
地
の
空
き
家

対
策
と
組
み
合
わ
せ
て
、
立
地
適
正
化
計
画
を
策

定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

立
地
適
正
化
計
画
は
、
居
住
及
び
都
市
機

能
を
一
定
の
区
域
に
誘
導
し
て
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る

も
の
。
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
な
ど
、
他
の

計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

影
響
、
水
源
へ
の
影
響
と
な
っ
て
い
る
。
三
つ
の

計
画
が
隣
接
し
、
地
元
地
区
か
ら
は
、
乱
開
発
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
、
全
体
を
一
つ
の
計
画
と

し
て
判
断
す
る
よ
う
要
望
さ
れ
て
い
る
。

事
業
者
の
計
画
は
地
下
浸
透
と
な
っ
て
い

る
が
、
雨
水
排
水
は
原
則
河
川
放
流
と

な
っ
て
お
り
、
住
民
合
意
と
な
っ
て
い
な
い
。

地
元
合
意
が
得
ら
れ
ず
環
境
保
全
に
関
す

る
協
定
書
の
締
結
は
困
難
と
認
識
し
て
る
。

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
認
識
は

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」が
国
連
で
圧
倒
的
多

数
で
採
択
さ
れ
た
。
日
本
政
府
は
国
連
総

会
に
不
参
加
だ
っ
た
が
、
市
長
の
見
解
は
。

唯
一
の
被
爆
国
が
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と

は
残
念
に
思
う
。

アート作家ニコライ氏と住民の協力で作り上
げた作品は多くの来訪者に感動を与えました

大町市の魅力が引き立った「北アルプス国
際芸術祭」。予想を上回る多くの来場者が

八坂地区山林34haの太陽光発電計画は自
然景観破壊、水害、水源への影響を与える
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一
般
質
問

解説

大
町
病
院
の
処
方
薬
は
院
外
で
は
な
く
、

院
内
処
方
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
院
内

処
方
の
方
が
患
者
の
支
払
い
を
か
な
り
安
く
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

院
内
処
方
は
、
窓
口
負
担
や
移
動
負
担
軽

減
と
な
る
が
、
薬
剤
師
の
負
担
増
に
も
な

る
。
今
後
、
薬
価
な
ど
の
診
療
報
酬
改
定
の
動
向

を
注
視
し
、
薬
剤
師
と
も
十
分
に
協
議
し
、
院
内

処
方
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

東
山
の
サ
ル
被
害
は
大
変
深
刻
だ

15
年
前
ま
で
は
な
か
っ
た
東
山
の
サ
ル
被

害
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
３
月
議
会
で

「
お
た
ん
じ
ょ
桜
の
里
づ
く
り
条
例
❺
」を

定
め
て
い
る
が
現
在
ま
で
の
成
果
は
。

平
成
12
年
か
ら
昨
年
ま
で
で
、
８
ヶ
所
に

４
種
類
・
３
４
７
本
を
植
樹
し
た
。

条
例
の
趣
旨
で
、
２
０
９
９
年
ま
で
の

１
０
０
年
間
の
継
続
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

あ
と
80
年
余
続
く
が
、
今
後
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

趣
旨
を
十
分
理
解
し
、
そ
の
時
代
に
即
し

た
事
業
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の
付
け
た
記
念
プ
レ
ー
ト
が

取
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
管

理
等
を
考
え
る
と
、
高
遠
の
桜
の
よ
う
に
ま
と

ま
っ
た
場
所
に
植
樹
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
の
た
め
に

１
０
０
年
後
の

大
町
市
を
考
え
る

堀ほ
り　

堅け
ん

一い
ち

が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ　

降ふ
り

旗は
た　

達た
つ

也や

が
問
う

　
各
委
員
会
で
は
定
例
会
以
外
で
も
担
当
の

事
業
や
課
題
と
な
っ
て
い
る
事
案
に
つ
い
て

調
査
研
究
・
視
察
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
各
委
員
会
の
活
動
状
況
を
お
伝

え
し
ま
す
。

委
員
会
の
う
ご
き

臭気問題対策特別委員会

　昨年流出した野積み堆肥の撤去期限が６月
16日であり、その後の状態を確認するため現地
調査を行いました。
　野積み堆肥の撤去に加え、表土を掘削する工
事もあわせて終了していました。昨年からする
と、市民の皆様からの苦情の数もある程度減少
していることから、臭気の減少も確認でき、業
者側の一定の努力もみられました。今後も市議
会として注視をしていきます。

問題の野積み堆肥撤去される

経
営
改
善
は
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

か
ら
始
め
る
べ
き
だ
。

事
業
を
と
お
し
て
、
大
町
市
の

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
べ
き
！

用語解説❺
おたんじょ桜の里づくり条例
「１００年かけて大町市を桜の里に」という議員有志の提案を契機に、平成12年に制
定された条例。毎年小学校１年生のクラス単位でオオヤマザクラを植樹しています。

？
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次
ペ
ー
ジ
は
、
審
議
結
果
と
賛
否
・
請
願
陳
情

全
頭
駆
除
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
時
に
は
、
サ
ル

よ
り
も
住
民
が
大
事
だ
と
答
弁
し
て
い
る
。
今
年

は
２
７
５
頭
の
駆
除
が
許
可
さ
れ
て
い
る
が
、
今

ま
で
に
駆
除
で
き
た
数
は
何
頭
か
。

本
年
度
、
現
在
ま
で
に
20
頭
を
駆
除
し
た
。

サ
ル
対
策
に
日
々
苦
慮
さ
れ
て
い
る
住
民

の
現
状
は
切
実
だ
。
常
時
サ
ル
が
出
没
す
る
地
区

へ
は
、
土
日
祝
日
も
職
員
に
よ
る
追
い
払
い
を
実

施
し
て
い
る
。
人
家
に
侵
入
し
た
り
、
人
を
威
嚇

す
る
な
ど
加
害
性
の
強
い
群
れ
に
は
、
群
れ
単
位

の
捕
獲
も
視
野
に
入
れ
、
県
や
猟
友
会
な
ど
関
係

者
と
連
携
し
た
対
応
に
努
め
る
。

  

そ
の
他
の
質
問　

・
国
際
芸
術
祭
の
評
価
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て

ま
と
ま
っ
た
場
所
を
選
定
す
る
こ
と
で
経

費
の
節
減
に
つ
な
が
り
、
同
じ
場
所
に
多

く
の
桜
を
植
樹
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
美
し
い
桜
の
景
観
に
つ
な
が
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
桜
の
名
所
等
、
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
、

大
切
に
育
成
で
き
る
場
所
の
選
定
を
進
め
て
い
く
。

将
来
の
ま
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
も
な
く
、
夢
も

な
く
、
た
だ
植
え
る
だ
け
の
事
業
な
ら
ば

止
め
て
も
い
い
と
思
う
。
１
０
０
年
後
の
市
民
に

残
す
事
業
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
ど
の
様
な
大
町

市
を
子
ど
も
た
ち
に
残
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
か
。

１
０
０
年
後
に
お
い
て
も
、
桜
の
木
々
を

目
に
し
た
市
民
が
、
第
５
次
総
合
計
画
の

基
本
理
念
と
同
じ
思
い
の「
郷
土
や
文
化
に
誇
り

を
持
ち
、
心
か
ら
愛
す
る
こ
と
の
で
き
る
」大
町

市
を
残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

議会運営委員会 社会文教委員会

　毎年自治会から提出される道路・水路
の整備を求める陳情の取り扱いについて、
議会側は来年の３月定例会
から議会審査は行わないこ
とと決定しました。今後、市
民の皆様にご理解いただく
ための説明をしていきます。

　９月19日、大町運動公園に建設中（11月１日
オープン）の新屋内運動場の現地視察を行いま
した。大町市が進め
る「スポーツのまち
づくり」が、これを
機にさらに進むこと
が期待されます。

道路・水路の陳情
議会への提出は不要です

新屋内運動場完成!!
新たなスポーツ振興の拠点！

サルの本当の被害を知ることだ。サルは
可愛くもなければ、おとなしくもない

子どもたちが夢と希望を持てる
大町市に！
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豆知識

○…賛成　●…反対

議　　案
結　
果

日本共産党 虹と緑の会 市民クラブ 政友クラブ 公
松
島　
吉
子

平
林　
英
市

栗
林　
　
学

大
和　
幸
久

大
厩　
富
義

中
牧　
盛
登

降
旗　
達
也

佐
藤　
浩
樹

岡　
　
秀
子

勝
野　
富
男

二
條　
孝
夫

小
林　
治
男

堀　
　
堅
一

神
社　
正
幸

太
田　
昭
司

髙
橋　
　
正

専決　平成29年度大町市一般会計補正予算（第3号）
市道石原線復旧工事に伴う補正 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○

大町市体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例制定について
第2屋内運動場竣工に伴う使用料等の決定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大町市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定
数を定める条例制定について
現行29名の農業委員は19名となり、新たに農地利用最適
化推進委員が9名加わるもの

可決 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大町市特別職の職員の給与に関する条例及び大町市特別職
の職員の旅費又は費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例制定について
農業委員会委員構成の変更に伴う報酬・旅費等の内容変更

可決 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度大町市一般会計補正予算（第4号） 可決 ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成29年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成29年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成29年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成29年度大町市病院事業会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度大町市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度大町市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度大町市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度大町市公営簡易水道事業特別会計歳入歳出決
算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度大町市水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について 認定 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度大町市温泉引湯事業会計剰余金の処分及び決
算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度大町市公共下水道事業会計剰余金の処分及び
決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度大町市農業集落排水事業会計剰余金の処分及
び決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度大町市病院事業会計資本剰余金の処分及び決
算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市有財産の取得について（第58号）
ＦＭ告知システム機器一式の取得 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

私立高校への公費助成に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国の責任による35人学級推進及び教育予算の増額を求める
意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

道路整備事業に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める
意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議した議案と議員の賛否をお知らせします
平成29年９月定例会

議長は議事進行を行うため通常は「賛成」「反対」の意思表示はできません。
ただし、賛否同数の場合のみ「議長採決」として賛否を表明します

！
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次
ペ
ー
ジ
は
、
意
見
交
換
会

New
1

New
2

New
3

New

　議会だより編集委員会では、市民の皆様に読んでいただける、親しまれる「議会だより」をめざして、市
民の皆様との意見交換会でのご指摘や議会広報研修会、先進的な議会報の研究などをかさねて、今回、議
会だよりを一新しました。最終ページを市民参加のコーナーとして、「市民の皆様の一言」「すばらしい大
町の写真」などを公募して掲載する予定です。「とても読みやすくなったよ」と言われる議会だよりをめざ
して、さらに努力をしていきますので、市民の皆様のご意見、ご要望をお寄せください。お待ちしています。

　年４回（５月、８月、11月、２月）
発行の「市議会だより」の表紙の写
真を募集します。
①募集する写真
・市内で撮影された四季折々の風景や、お
祭り、地域行事などの各種イベントでの
写真。表紙にふさわしい写真。

・ヨコ向き

②応募受付方法
　写真は１応募１枚、電子データをお届けく
ださい。先ずは電話連絡をいただき、お届
けの方法について相談させていただきます。
（事務局直通℡22-1139）

③応募上の条件
・市内で撮影されたものに限ります。
・撮影者自身で被写体ならびに掲載の承諾
などを得てください。（人物の場合は本
人、未成年者の場合は保護者、個人の所
有物の場合は所有者、行事の場合は主催
者など）

・応募写真に関する著作権は撮影者本人に
帰属しますが、必要に応じてトリミング
処理等を行うほか、無償で市議会が使用
することに承諾したものとします。

・写真掲載については議会だより編集委員
会で審査のうえ決定します。

・表紙として採用されなかった応募写真は、
表紙以外の箇所で掲載することもあります。

議会
だより
表紙の写真を
募集します！

みなさんの声を
お寄せください！
新コーナー
「みんなのひろば」
　大町の素晴らしいところ・感動したできごと・
こんな大町になってほしいなど、市民のみなさ
まの「声」や、自治会で、市民サークル、ボランティ
ア活動、スポーツクラブでetc…さまざまな分野
で頑張っているみなさんの「声」をお寄せくださ
い。「みんなの広場」に掲載させていただきます。
＊詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

■Mail　g-dayori＠city.omachi.nagano.jp
■Fax 　２２−１２２３（議会事務局）

スマホ・タブレットで
市議会だよりを！

自治体広報紙閲覧アプリ「マチイ
ロ」（無料）をダウンロードしてく
ださい！

市広報とともに市議会だよりもス
マホやタブレットで閲覧できるよ
うになりました。いつでもどこで
も手軽に読むことができますので、
ぜひご利用ください。

　　　～市民のみなさまとあゆむ議会だよりをめざして～

議会だよりを
リニューアルしました！

無料アプリ
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市
議

会
だ

よ
り

 お
お

ま
ち

2017.11
  N

o. 1
6

7

あ
と
が
き

　
今
号
よ
り
「
お
お
ま
ち
市
議

会
だ
よ
り
」が
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
の

皆
様
に
と
っ
て
「
よ
り
見
や
す

い
」「
よ
り
分
か
り
や
す
い
」
そ

し
て
「
開
い
て
見
た
く
な
る
」

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
多
く
の
皆
様
よ
り
、

率
直
な
ご
意
見
を
頂
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。　
　
　
（
太
田
）

開催日時 地区 　　場　所　

11／21（火）
18:30～20:00

社地区 社公民館　（大展示室）　
美麻地区 美麻公民館　（講堂）　　　
平地区 平公民館　（学習室）　　

11／22（水）
18:30～20:00

大町地区 大町公民館分室　（学習室）　　
常盤地区 常盤公民館　（学習室）　　
八坂地区 八坂支所　（３階会議室）

◆会議中、お子様（生後６か月以上）をお預かりします。
　予約制ですのでご希望の方は、11月13日（月）までに、議会事務局へお申し込みください。

当日のスケジュール
（１）議会からの報告　　　　　　・平成28年度決算　・事務事業評価などについて
（２）市民の皆さんとの意見交換　・議会に関することや地域の課題などについて

 【お問い合わせ先】　大町市議会事務局 　Tel：0261-22-1139

次
回
12
月
定
例
会
は

11
月
28
日

　
　
　
開
会
予
定
で
す

議会傍聴席は60席
皆様のお越しをお待ちしております

本会議の
生中継

傍聴をご希望の方は議会棟２階
事務局までお越しください

発
行

：
大

町
市

議
会

編
集

：
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
〒

398 -8601　
大

町
市

大
町

3887番
地

Tel.0261 -22 -1139   Fax.0261 -22 -1223
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.city.om

achi.nagano.jp/

市民の皆さんのご参加を心よりお待ちしております。

市民と議会の意見交換会を開催します

どうする大町！
〜ひとづくり、まちづくり〜

傍聴しませんか
インターネットと市ケーブ
ルテレビで放送しています。
録画・再放送もご覧いた
だけます。

大町市議会 議会中継


